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■産業

【工業・企業立地】
●4社が操業開始・開始予定、2社増設、2社移設（石巻市）

〇物流関係企業から立地に関する問い合わせの増加（登米市）

〇ひびき工業団地で新たに9社が立地（東松島市）

〇産業用地「柳の目北工区」で立地企業3社と協定締結済み（東松島市）

〇業務用音響機器輸入及び販売を行う企業が進出（女川町）

〇木材流通の中間地点として企業誘致施策の検討（南三陸町）

【工業・産業団地】
〇産業団地の適地選定調査の実施（調査区域：石巻市近隣の三陸自動車道IC周辺地域）（石巻市）

〇ひびき工業団地の分譲、石巻IC近接地に産業用地「柳の目北工区」を新たに整備中（東松島市）

〇工業団地の新規計画（約54.6万ha）（松島町）

【計画】
〇「石巻市産業振興計画」における施策体系の取組みを展開（石巻市）

●：本日自治体からご紹介いただく取組事例
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■観光
【観光・周遊】
●広域観光の促進を目的としたウェブサイト「東北ロードトリップ～三陸特集2022～」（仙台市）

●宮城サイクルツーリズム（宮城県）

〇仙台からのアクセス性の良さを活かしたマイクロツーリズムの推進（石巻市）

〇新たな観光施設、震災以降、道の駅等を活用した周遊観光の推進（石巻市）

〇みちのく潮風トレイル利活用の推進（石巻市、東松島市）

〇三陸沿岸道路沿線の関係自治体との連携強化、観光振興の取組みを計画（東松島市、松島町）

〇（一社）石巻圏観光推進機構を中心に２市１町でエリア周遊観光を促す活動（女川町）

〇岩手県大船渡市と南三陸町のワイナリーを結ぶ「ワインツーリズムさんりく」の開催（南三陸町）

〇3.11伝承ロード、東日本大震災伝承施設等の防災ツアーが広域的に展開（南三陸町）

【教育】
〇関東圏からの教育旅行増加（教育旅行全体の約60％ 約5,600人）（松島町）

〇環境学習を取り入れた教育旅行が増加（南三陸町）

【イベント】
〇三陸フリーウェイ等の自治体が連携したイベントへの参加（石巻市）

〇多賀城跡を活用したイベント開催（多賀城創建1300年記念式典等）（多賀城市）

〇仙台圏からのイベント参加者の増加（南三陸町）

●：本日自治体からご紹介いただく取組事例
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■医療
【救急医療】
〇石巻地区の病院への救急搬送の増加（登米市）

■観光

【拠点・施設】
●道の駅「さんさん南三陸」のオープン（南三陸町）

〇JRフルーツパーク仙台あらはま、アクアイグニス仙台のオープン（宮城県）

〇復元する多賀城南門を核とした歴史と自然が融和した魅力あふれる中央公園の整備（多賀城市）

〇道の駅三滝堂への来客者数及び売上が微増し、交流人口が拡大（登米市）

〇三陸沿岸道路矢本PA上り線に「道の駅」の整備計画中（東松島市）

【広報】
●三陸沿岸道路利用促進パンフレット作成事業（R4 道・絆プロジェクト）（気仙沼市）

〇三陸復興国立公園協会への参画による観光PR（石巻市）

〇沿線ＰＡに観光パンフレットを配架（登米市）

●：本日自治体からご紹介いただく取組事例



① 石巻市 ：石巻市企業立地ガイド2022
② 仙台市 ：東北ロードトリップ推進事業（概要）
③ 南三陸町：道の駅 さんさん南三陸
④ 宮城県 ：震災復興・伝承みやぎルートについて
⑤ 気仙沼市：道・絆プロジェクトを活用した

「るるぶ特別編集『三陸』（仮）」の作成
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石巻市企業立地ガイド2022
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石巻市企業立地ガイド2022
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②仙台市：東北ロードトリップ推進事業（概要）
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③南三陸町：道の駅 さんさん南三陸
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◆道の駅「さんさん南三陸」の概要

○トイレや簡易パーキングなどの休憩機能
○町全体の観光の情報提供や案内を行う観光ゲートウェイ機能
○町民や観光客がふれあい、学びあう交流機能

令和4年10月1日（土） オープン
利用者数 18,486人（令和4年10月17日現在）

道の駅「さんさん南三陸」

398

45

45

敷地面積：23,963㎡
駐車場 ：249台

出典：国土地理院「https://www.gsi.go.jp/」

南三陸町：道の駅 さんさん南三陸

公共交通ターミナル

震災復興祈念公園

南三陸311メモリアル

南三陸さんさん商店街

南三陸
ポータルセンター
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◆道の駅さんさん南三陸のコンセプト

南三陸町の元気と交流を創造する道の駅
～想いが交わる心の駅～

①「森里海ひと いのちめぐるまち」を発信する拠点
②ポータルセンター機能（町外者への情報発信、町民の交流の場）を拡充しながら

継承する拠点
③震災と創造の架け橋となる拠点

【道の駅コンセプトに基づく機能】

「森里海ひといのちめぐるまち」を
発信する機能

ポータルセンター機能を
拡充しながら継承する機能

震災と創造の架け橋となる機能

○商店街
○「エコタウンへの挑戦」発信機能

○観光情報発信・地域交流拠点機能 ○震災伝承機能

南三陸町：道の駅 さんさん南三陸
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◆公共交通ターミナル「JR志津川駅」

【都市間移動】

ＢＲＴ、高速バス、町内乗合バスが利用する公共交通ターミナルの整備

【地域内移動】 【生活移動】

【交通結節機能】
道の駅

さんさん南三陸

高速バス（仙台～気仙沼）

ＢＲＴ 町内乗合バス

三陸沿岸道路を利用

公共交通利用者の利便性向上・交通の円滑化

南三陸町：道の駅 さんさん南三陸

ＪＲ志津川駅
（販売窓口、BRTロケーションシステム等）

公共交通ターミナル

乗降場
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◆震災伝承館「南三陸311メモリアル」

東日本大震災の被災状況や各種支援に対する感謝を伝える場

出典：南三陸311メモリアルHP「https://m311m.jp/」

■ラーニングプログラム

南三陸町：道の駅 さんさん南三陸
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◆南三陸ポータルセンター

【各種機能】
○観光案内窓口、ツアーデスク
○簡単お土産づくり体験
○レンタサイクル貸出窓口
○ミニ物販コーナー
○フリーWi-Fi完備

まちの魅力を提供する地域観光の情報発信拠点

○南三陸町を訪れる方の玄関口
○地域のお店や商品、サービスやプログラム情報を提供

人々が集い、交流する拠点

○語り部講話や地域資源を活用した教育旅行、ワークショップ等の提供拠点として地域の
方とビジターの交流促進を図る場所

○交流ルーム（貸し部屋）は会議や勉強会、交流会や持込イベント等で多目的に活用

出典：南三陸観光ポータルサイト「https://www.m-kankou.jp/facility/portal-center/」

南三陸町：道の駅 さんさん南三陸

【各ツアーの予約状況（10月）】
○語り部（講話バス）：449名
○バス案内：377名
○まち歩き語り部：113名
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◆南三陸さんさん商店街

サンサンと輝く太陽のように、笑顔とパワーに満ちた南三陸の商店街にしたい

■商店街ガイドマップ■南三陸さんさん商店街

■キラキラ丼

出典：南三陸さんさん商店街HP「https://www.sansan-minamisanriku.com/」

南三陸町：道の駅 さんさん南三陸
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◆今後の展開・期待

南三陸町：道の駅 さんさん南三陸

○三陸沿岸道路の志津川ICで降車し、海の見える方に向かって
進んでいただくと間もなく道の駅「さんさん南三陸」が右手
に見える

○道の駅「さんさん南三陸」には商店街、伝承館、交通ターミ
ナル等の施設が集合

観光やお買い物、防災の学びの場所として多くの皆様に
ご利用いただけることを期待



④宮城県：宮城サイクルツーリズム
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宮城県震災復興・伝承みやぎルートについて

サイクルツーリズムを推進し，国内外からサイクリスト
の誘致を図り，サイクリング観光による地域の活性化

目 的

山元町～気仙沼市間の沿岸地域の海産物等の魅力を
活かしつつ，東日本大震災の伝承施設等を巡るもの

ルート概要

令和元年度に宮城サイクルツーリズム協議会（国，県，
県警，交通事業者等）が関係市町村の意見を踏まえ，
ルートを設定

設定経緯

整備イメージ

34



宮城県令和４年度の取組状況〜震災復興・伝承みやぎルート〜

整備状況：気仙沼大島大橋
➣ 令和４年度の取り組み状況

〇気仙沼市において，内湾地区の「迎（ムカエル）」から
大島の「気仙沼大島ウェルカム・ターミナル」までの
延長約８．４kmを整備

〇整備内容
矢羽根，ブルーライン，距離表示ピクト，各種看板

➣ 今後の予定

〇今年度は，東松島市，名取市内についても整備
に着手

〇残りの区間についても来年度以降に，
関係市町村と調整し，順次，整備に着手する予定

〇市町村と調整を図り，地域部会を立ち上げ，
沿岸部と内陸部を結ぶ地域ルートの検討を行う

※気仙沼まちなかエリアプラットフォームが企画

震災復興・伝承みやぎルートを用いて，
気仙沼市内の内湾地区から大島までの
ポタリングを実施

➣ 活用事例

写真：ポタリングの様子

図：気仙沼市内の整備状況（県施工区間）
35



⑤気仙沼市：道・絆プロジェクトを活用した
「るるぶ特別編集『三陸』（仮）」の作成
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○取組内容
三陸沿岸道路の活⽤による更なる観光誘客と周遊観
光を促し、三陸沿岸地域の活性化につなげるため、三陸
沿岸都市会議の構成７市（⼋⼾市、久慈市、宮古
市、釜⽯市、⼤船渡市、陸前⾼⽥市、気仙沼市）が連
携し、地域の魅⼒やアクセスルートをわかりやすく伝える「る
るぶ特別編集『三陸』（仮）」を作成するもの。

道・絆プロジェクトを活用した「るるぶ特別編集『三陸』（仮）」の作成 気仙沼市

 三陸沿岸北部地域の周遊モデルコースや、沿岸７市の
紹介、各地の食・観光スポット・土産品などについて掲載

 旅⾏者がアクセスしやすいよう電⼦ブックも作成予定
 令和５年３⽉発⾏予定とし、三陸沿岸北部地域の観
光施設や道の駅等に順次配架予定

 道・絆プロジェクトの令和４年度⽀援対象事業に採択

≪POINT≫
三陸沿岸地域の県を跨ぐ広域的な連携により、地域⼀丸
となって交流⼈⼝の拡⼤に取り組む

＜特別編集の例＞

出展︓JTBパブリッシング
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① 道の駅のゲートウェイ化
【道の駅「米沢」（山形県）】

② 道の駅のゲートウェイ化
【道の駅「伊豆ゲートウェイ函南」（静岡県）】

③ テーマ別観光（ニューツーリズム）の企画・実施
【東北中央自動車道（山形県）】
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①道の駅のゲートウェイ化
【道の駅「米沢」（山形県）】
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①道の駅のゲートウェイ化【道の駅「米沢」（山形県）】

40

○高速バスや路線バス等の停留所やカーシェアスペースを設置し、地域内と地域外の総合的な交通結節
点を構築。

○ワンコインタクシーや電動レンタサイクルも実施しており、道の駅を拠点とした広域的な周遊が可能。

出典︓道の駅「⽶沢」HP
「https://michinoeki-yonezawa.jp/pages/access?anchor=a3」

出典︓東北中央⾃動⾞道の利活⽤促進による地域活性化協議会
「https://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/road/tochu_kass
ei/pdf/R3_1_doc9.pdf」

出典︓国⼟交通省 東北地⽅整備局HP「http://www.thr.mlit.go.jp/road/koutsu/michi-no-eki/juten/H26/H26.html」

資料3



②道の駅のゲートウェイ化
【道の駅「伊豆ゲートウェイ函南」（静岡県）】
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②道の駅のゲートウェイ化【道の駅「伊豆ゲートウェイ函南」（静岡県）】
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○伊豆全体の情報発信拠点を整備し、一体となった観光情報の発信することで、周遊観光の促進。
○外国人への連携対応、ノウハウ共有により、インバウンド観光の対応力を強化。

出典︓沼津河川国道事務所 記者発表資料（平成28年11月4日）「https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/cms/news/logs/20190303115058/20190303115058.pdf」を参考に作成

資料3

駅名 設置者 路線 設置年度

①伊豆マリンタウン 伊東市 国道135号 平成14年

②開国下田みなと 下田市 国道135号 平成15年

③天城越え 伊豆市 国道414号 平成10年

④伊豆のへそ 伊豆の国市 国道414号 平成17年

⑤花の三聖苑伊豆松崎 松崎市 国道15号 平成7年

駅名 設置者 路線 設置年度

⑥下賀茂温泉湯の花 南伊豆市 国道136号 平成21年

⑦くるら⼾⽥ 沼津市 国道18号 平成26年

⑧伊豆ゲートウェイ函南 函南町 国道136号 平成29年

⑨伊豆月ヶ瀬 伊豆市 国道414号 令和元年

※伊豆半島内の道の駅



③テーマ別観光（ニューツーリズム）の企画・実施

【東北中央自動車道（山形県）】
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③テーマ別観光（ニューツーリズム）の企画・実施【東北中央自動車道（山形県）】
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○グリーンツーリズム等のテーマ別観光（ニューツーリズム）の企画・実施し、イベントも開催。
○既存資源の活用により、広域的な周遊観光を促進し、地域活性化を支援。

出典︓東北中央⾃動⾞道の利活⽤促進による地域活性化協議会「http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/road/tochu_kassei/pdf/R4_1_doc5.pdf」
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道・絆プロジェクトについて
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「道・絆プロジェクト」について
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「道・絆プロジェクト２０２２」公募要項参考

プロジェクトの目的 復興道路及び復興支援道路を活用した広域的な連携交流の支援

公募対象の要件

事業エリア：三陸沿岸道路、宮古盛岡横断道路、東北横断自動車道
釜石秋田線(釜石～花巻)、東北中央自動車道（相馬～
福島）の沿線地域（青森県、岩手県、宮城県、福島県）

実施主体 ：事業エリアに所在する地方公共団体・民間団体、及び
それらの連携組織、実行委員会 等

対象テーマ
（Ⅰ）広域観光の促進と地域連携による観光戦略
（Ⅱ）広域連携による新たな産業の振興
（Ⅲ）防災・減災に向けた広域的な連携による地域活性化

【復興道路・復興支援道路情報サイト】
URL：http://www.thr.mlit.go.jp/road/fukkou/content/mkproject/index.html

※QRコードはこちら ⇒


